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��背景
我が国は少子高齢社会を背景に, 医療技術の進

展に伴い医療的なケアを必要としながら自宅で療

養生活を送る人々が増加している｡ 2006年厚生労

働省が実施した身体障害児・者実態調査によれば,

在宅で生活している身体障害者 (18歳以上) の数

およそ3�483�000人, 身体障害児の数およそ93�100
人と推計され, 1991年から�年毎に実施される同
調査において増加がみられている (厚生統計協会,

2011�2012)｡ 厚生労働省が2011年に実施した調査
では, 在宅医療における課題として在宅人工呼吸

器管理等医療依存度の高い患者の増加, 小児患者

の在宅医療に対応できる施設の不足, 家族の不

安や負担の増大が挙げられており (厚生労働省,

2011), 自宅での24時間介護体制の中で家族の身

体的・精神的な負担は大きく, 『レスパイト』 の

必要性が示されている｡ 特に小児患者の場合は,

主たる介護者である親は働き盛りであり, 兄弟児

の世話などが日常的に重なること等からも負担が

大きい状況にあるといえる｡ このような社会的状

況のなか, 利用者と家族の身体的・精神的支援を

行っている訪問看護師に対するニーズは高まりを

みせている｡

在宅医療を取り巻く介護や看護の現状に対して,

各種法整備や福祉施策の推進が図られており, �
県においては介護負担軽減のために難病家族会や

相談窓口が開設されている｡ また, 市町村におい

ては介護家族交流会の開催や各種優待券の配布,���法人や自主グループによる家族交流会が開
催されている｡ しかし, これらは短期・単発なも

のが多く, また積極的に関わる職員を配置できな

い等の課題も示されており, 介護者の負担に対し

て十分に対応できているとは言い難い｡

そこで筆者らは, 2004年から介護者の健康支援

を目的にアートを用いたヘルスケア・アートプロ

グラムイベントを毎年開催し, 本人と家族は元よ

り, 医療や福祉の専門職も参加者として交流する

場を提供してきた｡ Ａ訪問看護ステーションは大

学病院の近くにあり, 職員数10名, 利用者数100

名前後で, 他に比べると多くの小児患者に対応し
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ているという特徴がある｡ そのため小児患者の主

たる介護者である保護者と兄弟児のレスパイト支

援の一環として, 毎年, 夏に自主イベントを行っ

ており, 筆者らは参加者の安全と安楽の側面から

イベントの支援を行ってきた｡

今回, �訪問看護ステーション職員 (以下, ���
職員) と看護学科教員および学生が, 在宅療養小

児患者 (以下, 患児) と家族のためのケアイベン

トを共同で企画し, 実践したので報告する｡��企画
ケアイベントは, Ａ訪問看護ステーションを利

用している患児と家族を対象として, 地域看護学

領域教員および地域看護学領域セミナーを受講し

た学生と���職員が中心となって企画した｡�������� (表�)
企画のメインテーマは音楽と夏のお祭り気分が

楽しめるものとし, 『夏の音楽祭』 とした｡ 患児

と家族がゆっくり過ごしながら楽しめるものとし

て演奏を中心とした音楽部門と, 兄弟児が楽しめ

るようお祭りの縁日を模した縁日部門の�部門構
成とした｡ 音楽部門では, 楽器を作る楽しさと音

楽を聞く楽しさ, リラクゼーション, 自分で作っ

た楽器で演奏する楽しさや一体感を経験できるよ

う, 楽器づくりと演奏会, 合奏を内容に盛り込ん

だ｡ なお, 演奏内容に関しては, 様々な種類の音

色が楽しめるよう楽器の種類も工夫した｡ 縁日部

門では, 活動性の高い兄弟児が身体を動かしなが

ら他者との交流を楽しめるものとして, 魚釣りや

ヨーヨー釣り, 吹き矢を利用した射的などを取り

入れた｡������
暑さや寒さに敏感な患児が安全に過ごせ, おむ

つ交換などができる環境を確保するために, 宮崎

大学医学部総合教育研究棟�階を開催場所とした｡
会場設営に際して, 音楽の曲調や楽器の種類によっ

ては音を好まない患児もいることを考え, 音が届

かない場を確保した｡
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表１. 夏の音楽祭プログラム

16：30 ボランティアスタッフおよび出演者集合・最終打合せ

18：00～18：10 イベント開始 □本日の説明 １) プログラム説明 ２) 会場案内

18：10～18：45

【第�部 楽しく楽器作り】

18：10～18：15 楽器作りについて説明

18：15～18：45 好きな楽器を選び, 制作

・参加者に作ってみたい楽器を確認

・声をかけながら一緒に制作

【縁 日】

兄弟児や地域の方々が楽しめること

を目的とする

１) 紙で作った魚釣り

２) ヨーヨー釣り

３) 吹き矢��射的
・各�名のスタッフを配置
・参加者に危険がないよう配慮

・第�部の開始に合わせて実施規模
を縮小

18：45～19：00

【 休 憩 】

・参加者に声をかけ休憩時間に椅子を移動

・演奏会ステージ準備

19：00～20：00

【第�部 夏の音楽演奏会】

音楽を聴きながら, ゆっくり過ごしてもらう

最後に演奏する 『さんぽ』 では, 第�部で制作した楽器を使って演奏に参加する
・プログラム (�組10分×�組出演)
①開式の言葉 ②金管アンサンブル ③ピアノ＆バイオリン ④フルートアンサンブル

⑤教育文化学部音楽科 (ピアノ演奏) ⑥三味線 ⑦閉式の言葉

20：00～ 参加者の見送りと片付け

ペットボトルマラカス, ヤクルトマラカス,
太鼓, りんりんバンド



�������
大学企画者と訪問看護ステーション企画者が,

それぞれ演奏者を募集した｡ そして, 訪問看護を

利用している家族, 訪問看護師, 地域の三味線グ

ループ, 医学科学生, 看護学科学生, 教育文化学

部学生が出演した｡ イベントを安全・安楽に開催

するため�家族に�～�名の人員が配置できるよ
う医学部学生を中心にボランティアの数を確保し

た｡ また, イベントの様子は記録として写真やビ

デオで撮影することを訪問看護ステーション職員

から事前に説明を行い, 同意を得た｡��実施状況および参加者の様子����� (表�, 表�)
一般参加者は40名 (13家族) であった｡ ボラン

ティアは46名で, 内訳は学生17名 (当日), ���
職員10名, 看護学科教員�名であった｡ 演奏者は
24名で, 内訳は学生�名, 訪問看護利用者を含
む一般14名, ���職員�名であった｡

������
楽器づくりは, 主に兄弟児と患児が保護者やボ

ランティアと一緒に実施した｡ ペットボトルや小

さな空容器に, 海で採取してきた砂や貝殻, 鈴な

どを入れて動かすと音が出るように工夫し, 外側

をシールや折り紙で飾り付けができるようにした｡

細かな手先の動きが困難な方も制作に参加できる

よう, 予め, 装飾品には両面テープをつけておき,

貼り付けるだけで良いような工夫を行った｡ また,

身体活動に制限のある患児には, 可能な動きを活

かして音が鳴るよう, 腕に鈴付きゴムバンドや箱

で作った太鼓などを事前に作成して配布した｡ 子

ども達は各自のオリジナル作品作りを楽しんでい

る様子がみられた｡ 真剣な顔で作業する様子や,

当初設定していた作業時間を越えても黙々と集中

して制作を行っている様子, 制作サポートのボラ

ンティアと笑顔で交流する様子などが見られた｡

大人の参加者も子ども達が夢中で制作する様子を

見て, 自らも一緒に作ってみるなど, 世代を超え

て楽しむ様子も見られた｡

演奏会では管楽器合奏やピアノ演奏, バイオリ

ンとピアノの合奏, フルート演奏, 三味線演奏な

ど, 演奏される楽器の種類は多岐に渡った｡ 曲目

は子どもが好きなアニメソングを中心に構成され,

クラシック音楽なども演奏された｡ 参加者は, リ

ズミカルな音楽では手拍子や身体で拍をとり, 静

かな音楽には耳を傾けて聞き入り, 様々な楽器の

音色を楽しんでいる様子がみられた｡ また演奏者

は, 学生と���職員のコラボレーション, 看護師
と利用者家族のコラボレーションなど, 普段, 余

暇活動を共にする機会の少ない者同士の共同の場

となっていた｡ 最後には患児と兄弟児達が演奏者

と一緒に, 各自で作った楽器を使って演奏を行い,

会場にいた他の参加者全員が手拍子で参加すると

いう一体感を得ることができた｡ 子ども達の一生

懸命で, 楽しそうな様子を見ながら, 保護者と訪

問看護師は, 日頃ケアをしている子どもの成長に

喜びを感じ, 涙ぐむ姿も見られた｡������
縁日部門には, 魚釣りやヨーヨー釣り, 吹き矢

を使った射的のコーナーを設け, 全てのコーナー

を楽しめるようにスタンプラリーを実施し, 活動

性の高い兄弟児が楽しめるよう工夫した｡ 子ども

達が安全に実施できるよう, 学生と看護学科教員
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表２. ボランティアの構成

内 訳 延べ人数

学生ボランティア 30

企 画 5

出 演 8

当 日 17���職員 10

看護学科職員 6

計 46

表３. 演奏者の構成

内 訳 人 数

一般 14���職員 2

教育文化学部学生 1

医学科学生 2

看護学科学生 5

計 24



のボランティアを各コーナーに配置した｡ 魚を中

心に作られた様々な海の生き物を見ながら子ども

達が, 次は何の生き物を釣ろうかと楽しそうに相

談しながら, 生き生きと参加する様子があった｡

また, 普段外出して遊ぶ機会の少ない子どもたち

が, ボランティアと元気に遊ぶ様子がみられた｡��考察
今回のケアイベントについて, 参加者の反応お

よび共同企画者である���職員, 訪問看護師の反
応から, このイベントの意義について考察する｡

ケアイベントへの参加を通して, 家族からは

『楽しい』 『子どもと一緒に過ごせて嬉しい』 『子

どもの変化 (声を出す, 表情が出る) などが見ら

れた』 などの感想が聞かれた｡ 子どもたちの世話

をボランティアに委ね, 保護者自身が他者との交

流や音楽を楽しみながら過ごすことができたこと

に加え, 自宅では見られない患児の反応や兄弟児

が活発に動き回る様子を見られたことで, 保護者

のレスパイトとして有効であったと考える｡ 在宅

医療を困難にする要因として, 家族介護者の負担,

不安, 力量不足などが挙げられている (厚生労働

省, 2011)｡ 家族介護者は, 今回のケアイベント

を通して, 他者と関わり, 音や場所の刺激による

患児の変化や成長を知り, ボランティアのような

第三者から患児のプラス評価を受けながら負担感

や不安感を軽減させていた｡ 兄弟児にとってもス

トレス発散の場となっていた｡

また訪問看護師にとっては, 日頃自分達がケア

を行っている患児の変化や成長を見られる喜びを

感じることができていた｡ さらに看護師同士のコ

ミュニケーションが増え, 保護者や兄弟児, ボラ

ンティア等, コミュニケーションの幅が広がる機

会になっていたと言える｡ 厚生労働省の調査にお

いて, 小児患者に対する訪問看護の課題として,

療育的な関わりが重要であることや介護者の負担

に対する支援が必要であることが示されている｡

同時に, それに対応するための時間および人員確

保が困難であることも明らかになっている (厚生

労働省, 2011)｡ 今回は企画と運営を大学と訪問

看護ステーションが協働することで, 開催までの

準備を効率よく行うことができた｡ また, 学生や

教員を中心としたボランティアによって開催に必

要な人員を十分に確保することが可能となり, 日

頃の看護活動を通して必要性を感じている患児家

族に対するレスパイトケアを実践できる場になっ

たと考える｡

小児在宅療養者家族の支援に関する課題や困難

性として, 医療的ケアや生活の変化に対する不安

や孤独感, 子どもと意思疎通ができないことから

来る苛立ちなどが示されている (川上ら, 2004)｡

これらのストレスは身近な支援者である訪問看護

師に向けられることも少なくない (廣田ら, 2011)｡

そのような家族との関係は, 少なからず訪問看護

師のストレスとなる｡ 看護師は職種間比較におい

てもストレスの高い職業であると言われており,

ストレスマネジメントが重要であるが, その内容

として運動や活動によってストレスを発散させる

アクティベーションと職場におけるコミュニケー

ションが有効であると言われている｡ 今回のイベ

ント企画・運営・参加はアクティベーションであ

り, コミュニケーションの増加も得られたことか

ら, 訪問看護師のストレスマネジメントとしても

有効であったと考える｡

更に企画・ボランティアに携わった看護学生に

とっても多くの学びがあった｡ ケアイベントにお

ける看護や支援を必要とする方々との交流を通し

て, 学生達が日頃机上で学んでいる, 人との関わ

り方や日常生活の援助方法など, 基本的な看護技

術を実践できる場となった｡ 更に参加者から ｢あ

りがとう｣ ｢嬉しい｣ などプラスの反応が得られ,

人に関わる喜びを知る機会になっていた｡ 実習等

を除くと, 看護学生が学生時代に直接的に住民や

患者, 家族と接する機会は多くない｡ しかし, 看

護学生の学習意欲を高め, 人とより良く関わる能

力を培うためにも, リアルな体験を重ねていくこ

とは重要であると考える｡

学生自ら企画・運営を行い, 多様な意見を集約

し, 様々な立場の人と交渉して協力を得ながら,

イベントを開催することができていた｡ 大学教育

において, 社会が求める“社会人基礎力”の中で

も, 特に主体性やコミュニケーション力が身につ
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いていないと指摘されている｡ そのため, 近年,

大学毎に社会人基礎力向上のためのユニークな取

り組みが実施されている｡ 今回のイベントを企画

した学生達は, 社会で活躍していく能力と看護専

門職として看護を実践していく能力の双方を育む

ことにつながっていた｡

また, �年から�年までの学生がボランティア
として一緒に活動することで, 学年を越えた学生

同士の交流が深まり, 大学生活をより充実したも

のにしていくことが示唆された｡��おわりに
筆者らは, これまで“ケアする人のケア”とし

て, ヘスルケア･アートプログラムを用いたイベ

ントを実践してきた｡

今回のイベントは, 患児と家族, 訪問看護師,

ボランティアのそれぞれにとって意味あるものと

なった｡ その背景には, 子どもや障がい児・者な

どサポートを必要とする方々に適した施設 (大学)

を利用したことや, 看護学科教員や看護学生とい

う専門的な知識と技術を有する者がボランティア

として活動したことによる安全性の確保があった｡

このことは物理的環境および人的環境が家族介護

者の外出意欲を引き出す可能性を示唆しており,

自宅で療養生活を送る患児と家族に対する支援を

考える際に重要なポイントとなる｡

更に, このイベント開催をきっかけに, 地域住

民がボランティアとして参加するなど地域交流の

輪が広がるきっかけにもなった｡ この輪の繋がり

が途絶えないよう, 今後も定期的に開催していき

たいと考えている｡ このことは, より良い地域医

療の実現のために, その土台づくりとして大学が

果たす役割であると考える｡
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